
背景および目的

　畜産を取り巻く環境問題については、悪臭防止法

により規制がかけられ今後畜産経営を行う場合は、

環境問題をクリアーしなければならない状況になり

つつある。特に、畜産地域周辺での都市化や混住化

の進展及び飼養規模の拡大等により、悪臭や水質汚

濁等の環境問題が深刻化しつつあり、畜産経営の健

全な発展のために、これらの解決が緊急の課題と

なっている。このため、㈱鐵原大分支店と共同で環

境問題の重要な一因である悪臭対策に取り組み、木

炭を利用した脱臭剤の開発及び脱臭装置の開発に取

り組み、脱臭効果技術の確立を行うこととした。

試験方法

１．実証プラントによる悪臭ガス脱臭試験（第１

期）

　吸着剤の吸着率試験に基づき、既設養豚たい肥化

施設を改修し実証プラント（図２）を設置、実用化

試験を行った。

１）設備状況

①　既設たい肥舎（３０ｍｗ×７ｍL×３mH＝６３０

�）をフッ素樹脂加工したテントにより密閉化を

行った。排ガス回収装置として、たい肥舎内にダク

トを設置しブロワーで吸引後脱臭装置に送り込む方

式とした。脱臭塔は、角型カートリッチ式とし、充

填部寸法は１．８mL×１．８mw×３．６mHである。

②　脱臭塔設計条件は、吸引風量５５�／分（一時間

にたい肥舎内の空気を約５回換気）空塔速度０．３m

／sec以下、接触時間は１．２sec以上とした。脱臭材

は、無処理木炭と酸添着木炭を組み合わせ、脱臭材

ライフを一年間（８，７６０Hr）と設定した。なお、各

脱臭材の間にガスサンプル採取用のコックをつけた

③　脱臭剤の充填量について、無処理木炭は、１．５

�（１，１３０�）酸添着木炭（酸２０％０．９�（２１０�）

とした。　　　　　　

２．脱臭塔組替試験（第２期）

　脱臭塔お無処理木炭槽と酸添着木炭槽の順番を入

れ替えて脱臭能力の試験を実施。

３．廃木炭による幼植物栽培試験

１）：廃木炭の混和量は、堆肥生産量に対し、無処

理木炭２．５％、酸添着木炭０．７％計３．２％これを平均

区とし、その１／２区（１．６％）、２倍区（６．４％）

を設定した。標準区は豚ぷんとした。

２）栽培方法は、小松菜夏楽天を使用し、ノイバウ

エルポット、土壌５１０ｇ充填して行った

４．各種樹種木炭による悪臭ガス吸着試験
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要　　　　　　　　　旨

　再生循環資源である木炭を利用した脱臭技術を確立するため、その性能を解明する試験を実施した。

　その結果、木炭（無処理木炭）は、酸性ガスに高い吸着力を示し、酸添着木炭（木炭を酸性溶液で処理）　

は、アルカリ性ガスに高い吸着率があることが解明できた（第１報：九農研第６３号２００１）。さらに、実証プ

ラントによる実用化試験を実施した結果、効率の高い脱臭システムを開発することができた。

平成１３年度試験成績報告書　３１：４３～４５（２００２）　完了課題



　日田スギ、九産スギ、きもつき広、寺嶋カシにつ

いて無処理木炭と酸添着木炭での吸着率の比較検討

を行った。

結果及び考察

１．実証プラントによる悪臭ガス脱臭試験（第１

期）

①　設置後約５ヶ月経過した当たりから脱臭能力の

低下が見られた。特にアンモニア（図３）及び硫黄

化合物の除去率は３０～５０％に低下している。しかし

低級脂肪酸類は高率に脱臭されている。

②　出側臭気の臭気濃度指数もかなり高くなり、官

能検査でも不快臭が強くなっている。（図４）これ

らの原因として、攪拌により大気中の湿度が高くな

り、送風により酸添着木炭に吸着して結果的にｐＨ

を高めたためアンモニア等のアルカリ性ガスの吸着

力が低下したものと考えられる。解体後の脱臭剤を

観察したところ最前部の酸添着木炭槽において木炭

同士の団塊化がみられた。

　対策として、①湿度対策そして除湿器の設置②脱

臭剤槽の組み替え③酸添着量を２０％から６０％に増量

し充填剤の入れ替えを行うこととした。

２．脱臭塔組替試験（第２期）

　改修設置後、１０ヶ月間の連続運転で、排気中の

アンモニアガス濃度（図５）は、５０ppm前後で推

移、臭気濃度も４００程度絵で推移（図６）しており

拡散させれば問題のない濃度となっており実用化の

目途がついた。

注）６８～１１４日攪拌機故障につき堆肥化不良
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図２　脱臭プラント（第一期）

図３　アンモニア濃度の推移（第一期）

図４　臭気度の推移（第一期）

図５　実用型脱臭システム

図５　アンモニア濃度の推移



３．廃木炭による幼植物栽培試験

１）発育状況について、発芽率は、標準区が僅かに

勝る結果となっているが廃木炭が発芽に及ぼす影響

は特に無いと考えられる。

２）生育状況について、葉長は、酸添着木炭区が僅

かに長くその傾向は生育後期ほど大きくなった。乾

物重は、酸添着木炭区、無処理木炭区の各区で、各

施用量段階とも標準区と大差なく廃木炭混合の影響

はみられなかった。試験跡地土壌の化学性について

は、廃木炭混合の影響はみられなかった。

２）：廃木炭の施用土壌の三相割合、保水性に及ぼ

す影響については、無処理木炭は土壌の１０％まで施

用しても土壌の化学性に何ら悪影響を及ぼさず、保

水性は僅かながら高まった。酸添着木炭は、ＥＣの

上昇のため土壌の１％以下に止めるべきである。

４．各種樹種木炭による悪臭ガス吸着試験

１）無処理木炭の標準ガス吸着試験

①　九産は日田と比表面積がほぼ同レベルであり、

吸着量に大きな差異はみられなかったが、ｐＨが低

く日田に比べメチルメルカプタンの吸着量が低い傾

向にあった。

②　きもつきは、低温炭と考えられメチルメルカプ

タンの吸着量は最も低い結果となった。

③　寺嶋は日田に比べ高塩基性であり、メチルメル

カプタンを吸着しやすいが比表面積が低いため、日

田に比べ吸着量、ライフとも約１／２程度であっ

た。

２）酸添着木炭におけるアンモニアガス吸着試験

①　原臭濃度１２５ｐｐｍのレベルでは、きもつきが

最もよく、日田と九産はほぼ同レベルであった。

②　原臭濃度３００ppmと濃度が高くなるとどの木炭

の吸着率は増加する傾向にあったが、日田が優れて

いる傾向であった。

五　成果の活用面・留意点

１）建設費用：母豚８０頭の一貫経営農家において当

農場（エンドレスタイプの攪拌機）と同等の施設規

模とした場合約６００万円

２）ランニングコスト：除湿機、脱臭装置を２４時間

稼働させ、木炭の寿命を１年間とし、全てを入れ替

えるとした場合年間電気代として約６３万円脱臭剤交

換費用として年間約５１万円必要になる（木炭単価：

２００円／�）

３）２４時間運転した場合の悪臭を含む空気の湿度に

より脱臭剤の寿命が大きく変化するので除湿作業は

必要である。

４）悪臭ガスの種類により脱臭剤の量や組み合わせ

を変更することが可能であり、堆肥化時の悪臭を脱

臭できる。

５）廃木炭を土壌改良材として利用する場合、土壌

の化学性を加味し無処理木炭は土壌容積に対し

１０％、酸添着木炭は１％以内程度の施用が可能であ

る。
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図６　臭気濃度の推移

表５－１　小松菜の栽培成績
葉長（�）発芽率（％）試　験　区
　９．９　９５酸添着１．６％
１０．９　９５酸添着３．２％
１０．２　９５酸添着６．４％
　９．８　９８無木炭１．６％
１０．８　９０無木炭３．２％
　９．９　９５無木炭６．４％
　９．５１００標　 準　 区

表５－２　小松菜の栽培成績
乾物重（�）生体重（�）試　験　区
１．１２１４．９酸添着１．６％
１．１４１５．４酸添着３．２％
１．２０１６．２酸添着６．４％
１．１０１４．１無木炭１．６％
１．１８１６．２無木炭３．２％
１．１８１５．６無木炭６．４％
１．１６１４．８標　 準　 区




